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4.6.3.9  SeaWiFS によるリュツォ・ホルム湾のクロロフィル a濃度分布の観測 
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Chlorophyll a distribution off Lützow-Holm Bay estimated by SeaWiFS 
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1．はじめに 

 南極昭和基地のあるオングル島を囲むリュツォ・ホルム湾は海氷に覆われているが、近

年その定着氷が比較的湾奥まで流出したことが報告されている。海氷の張り出しは植物プ

ランクトン分布をはじめとし、動物プランクトン、更にはペンギンや鯨類のような高次捕

食者の分布に影響するため、リュツォ・ホルム湾の海氷の変化はその周辺の生物生産に深

く影響を及ぼしていると考えられる。 

 2005 年 1 月の観測では、現場クロロフィル a濃度分布を観測すると同時に、海色衛星セ

ンサーSeaWiFS のデータをリアルタイム受信し、クロロフィル a 濃度および海氷分布を広

範囲に渡って観測した。また、SeaWiFS データからクロロフィル a 濃度を推定する上で基

礎となる光学観測を衛星観測と同期して実施した。ここでは、それらの結果の一部を示す。 

 

2．観測 

 SeaWiFS データは Leg1 期間中、海鷹丸に設置されている衛星受信装置 TeraScan を用い

てリアルタイム受信した。受信されたデータは直後に高次データに変換され、海氷を見る
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ための True Color 画像およびクロロフィル a濃度画像を作成した。 

 同期間中、SeaWiFS の観測時間帯（船の上を通過する時間帯）に可能な限り合わせて、

水中分光放射、光散乱の観測を実施した。水中分光放射は Satlantic 製水中分光放射計

SPMR/SMSR を、光散乱は WETLab 製体積散乱関数計 VSF3 を使って測定した。また、試水を

ろ過し、そのフィルターを使って海水中の粒子による光吸収係数をオパールグラス法によ

り測定した。 

 

3．結果 

 これまで、南極観測船「ふじ」や「しらせ」によって数点の観測が行われたことがあっ

たが、リュツォ・ホルム湾沖の植物プランクトンブルームについて、その濃度分布などは

未知であった。今回、比較的晴天が続いたこともあり、初めてリュツォ・ホルム湾沖の海

氷と海氷縁付近の植物プランクトンブルーム（氷縁ブルーム）の様子を衛星から明瞭に捉

えることに成功した。 

 

Fig. 1. Sea ice distribution near the Lützow-Holm Bay. Red open squares show sampling 

stations. 

 Fig. 1 は SeaWiFS が観測している波長のうち、青、緑、赤色の波長のデータを使って、

写真のような画像に合成したものである（True Color）。青色の部分は海、白い部分は氷ま

たは雲である。昭和基地の位置は 69˚S、40˚E で、定着氷に覆われている。その沖合いは流
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氷帯があり、風や流れにより刻々とその分布が変化する。今年の海氷の張り出しは例年通

りであり、大量流出などの現象は見られなかった。 

 

Fig. 2. Chlorophyll a distribution off the Lützow-Holm Bay. 

 

 Fig. 2 は SeaWiFS データから作成したクロロフィル a濃度の分布である。マップの下に

あるカラーバーがクロロフィル a濃度と色付けとの関係を示している。濃度が低いところ

は水色や青色で示され、濃度が高いところは緑や黄色で表示されている。クロロフィル a

濃度は観測海域全体に渡って比較的高く（1-2 mg m-3）、観測海域の西側に比べ東側の方が

高い値を示した。また、氷縁のすぐ際よりも多少沖合いの方が高い値を示していた。 

 いくつかの観測点においては、光学観測と衛星観測を同時に実施することができたため、

解析を進めることにより、それらのデータは衛星データの精度向上に役立つと考えられる。 
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